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前号でも説明したようにJetデー

タベースサーバー（図1）とは、Jet

データベースエンジンをデータベー

スサーバーとして使用するもので

ある。図2のクライアントプログラ

ムからアクセスして動作を確認で

きるが、ADO.NETを使用したSQL

Server用のクライアントからなら

ば、何でもアクセスできる。ただ

し、まだ制限が多いので既存のク

ライアントプログラムを使用した場

合は、正常に動作しないことが多

いだろう。

Jetデータベースをファイル共有

型としてネットワーク経由で通常

使用している場合、ファイルサー

バーを利用してデータベースサービ

スを実現しているということもで

きる。この場合、もちろんSQL Ser

verやOracleといったデータベース

サーバーとは違い、検索に必要な

データのすべてをファイルサーバー

に要求することになる。最悪の場

合、すべてのデータがネットワーク

を走ることになる。ここが、リクエ

スト（SQL文）に対して結果だけを

返信するデータベースサーバーとの

最大の違いである。もちろん、実

際にはJetデータベースエンジンと

SQL Serverの違いはこれだけでは

ないのだが、構造的な最大の違い

はここにあるということができる。

ちなみにJetデータベースエンジ

ンを使ってWebアプリケーション

を開発した場合、Webサーバーが

サーバーとなることで、データベー

スサーバーと同じように動作する。

Webブラウザが送信したリクエス

トに対し、Webサーバーは結果だ

けを返信する。Internet Explorerの

DHTMLの機能を使えば、サーバー

からテーブルの内容を全部受け取

り、クライアントで検索するとい

うシステムが作れることを、ふと思

いだしたが、これはかなり特殊な

例だといえるだろう。ちなみに、こ
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SQL Serverとクライアントプログラムを中継する
SQLプロキシサーバーを作る－その3－
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の方法を用いたシステムは、経験的にいって案外うまく

動作する。今日の回線状況なら、数十キロバイト程度の

データをダウンロードするのに大して時間はかからない

し、デビュー以来ほとんど進歩しないDHTMLは、けっ

こう安定している。ただし、もちろんInternet Explorer

に依存したシステムになってしまう。

さて、Jetデータベースサーバーは、次のような特徴を

もつ。

①SQLプロキシサーバーのカスタマイズとして実装され

ている。

②クライアントのプログラミングにADO.NETを使うこ

とができる。

まぁ、①だから②なわけである。SQLプロキシサー

バーは、前号まで作ったSQL Serverのプロキシ機能を実

現するものである。前号では、カスタマイズのためのプ

ロシージャを独立して用意した。だから、Jetデータベー

スサーバーの機能は、ほとんど、このプロシージャに記

述することになる。つまり、SQLプロキシサーバーの実

装に関する知識が十分になくても、カスタマイズされた

コードを理解できるということである。Visual Studioの

「Windowsフォームデザイナで生成されたコード」の部

分の内容が理解できなくても、Visual Studioを使ってプ

ログラムが作成できるようなものである。

前号では、今回のJetデータベースサーバーの原型を

サンプルプログラムとして提供したが、半角の文字列型

だけの対応だった。今回のものは、2バイト文字も対応

しているし、数値型も扱うことができる。しかし、それ

以外のデータ型には未対応である。日付型の場合、SQL

Serverのヘルプにデータ形式が詳しく説明されているの

で、対応は案外と簡単かもしれない。いずれにしても、

どれも完全に対応できるかどうかはわからないのだが、

できる範囲で努力してみよう。

Jetデータベースサーバーは実用のためというより、

SQL Serverの研究用に開発している部分が多い。実装

するためにSQL Serverのプロトコルを調べる必要がある

からである。また、そのノウハウは、SQLプロキシサー

バーの別のカスタマイズに有効に活かすことができるは

ずである。

SQLプロキシサーバーのカスタマイズ用として「App

SQLPrxyStart」プロシージャと「AppSQLPrxyReceive

FromClient」プロシージャを用意したことは前回説明し

た。前者は初期化処理で、後者はクライアントからリク

エストを受け付けたときに実行する処理である。通常、

ほとんどのカスタマイズ処理は、この「AppSQLPrxyRe

ceiveFromClient」プロシージャに記述することになる

だろう。Jetデータベースサーバーの場合も同様である。

リスト1はJetデータベースサーバーの初期化処理をし

ている「AppSQLPrxyStart」プロシージャである。

ここではJetデータベースエンジンを使用するための準

備をしている。OleDbConnectionオブジェクトのOpen
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図1：SQLプロキシサーバーをカスタマイズして作ったJet DBサーバー

図2：クライアント
プログラムの例

Jetデータベースサーバー
の実装その1
～AppSQLPrxyStartプロシージャ




